
農工大MORE SENSEシンポジウム

美しい地球持続のための脱炭素社会の構築
東京農工大学は「使命志向型教育研究－美しい地球持続のための全学的努力」（MORE SENSE：Mission Oriented 

Research and Education giving Synergy in Endeavors toward a Sustainable Earth）を基本理念として、21世紀の人類が直

面している課題の解決に農学および工学の両面から取り組むとともに、高度な人材を社会に輩出しております。
今回、下記により「美しい地球持続のための脱炭素社会の構築」に関するシンポジウムを開催いたします。

平成２２年９月１０日 （金） 東京農工大学 小金井キャンパス１号館L01１１教室（主会場）
小金井キャンパス講義棟L0026教室（TV会議中継会場）
府中キャンパス本館講堂（TV会議中継会場）

参加費無料

１． 開会（１３時３０分）
１３：３０ 学長挨拶

文部科学省挨拶
経済産業省挨拶
NEDO挨拶

２． 基調講演
１４：００ UCSB・中村修二先生
「窒化物半導体発光素子の開発と脱炭素社会への貢献」

１５：１５ 東工大・柏木孝夫先生
「低炭素社会とスマートエネルギーシステム」

３． 脱炭素社会構築への取り組み
１６：３０ NEDO「我国の脱炭素戦略」
１７：００ 本学「本学の脱炭素戦略」
本学の脱炭素戦略デモ
（１）全キャンパスのエネルギーの見える化デモ
（２）４６％CO2削減の建物計画

主催：東京農工大学
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